
広
島
県
告
示
第
六
百
二
十
四
号

土
地
収
用
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
十
九
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ

て
、
事
業
の
認
定
を
し
た
。

　
　

平
成
十
九
年
五
月
三
十
一
日

広
島
県
知
事  

藤　
　

田　
　

雄　
　

山

一  

起
業
者
の
名
称

　
　

広
島
市

二  

事
業
の
種
類

鹿
ノ
道
農
業
集
落
排
水
施
設
建
設
事
業
（
農
業
集
落
排
水
資
源
循
環
統
合
補
助
事
業
）（
以
下
「
本
件
事

業
」
と
い
う
。）

三  

起
業
地
（
起
業
地
及
び
収
用
す
る
物
件
）

　

１  

収
用
の
部
分

　
　
　

広
島
県
広
島
市
佐
伯
区
湯
来
町
大
字
白
砂
字
西
鹿
道
下
、
字
東
鹿
道
下
及
び
字
鷹
ノ
巣
山
地
内

　

２  

使
用
の
部
分

　
　
　

な
し

四　

事
業
の
認
定
を
し
た
理
由

　

１　

法
第
二
十
条
第
一
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
は
、
法
第
三
条
第
三
十
一
号
に
該
当
す
る
も
の
に
関
す
る
事
業
で
あ
る
た
め
、
法
第
二
十

条
第
一
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

２　

法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

本
件
事
業
の
起
業
者
で
あ
る
広
島
市
は
、
補
助
金
、
起
債
及
び
一
般
財
源
に
よ
り
財
源
措
置
を
講
じ

て
い
る
。
ま
た
、
広
島
市
は
、
施
設
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
改
正
す
る
予
定
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
法
第
二
十
条
第
二
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

３　

法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

㈠　

本
件
事
業
は
、
広
島
市
が
同
市
佐
伯
区
湯
来
町
鹿
ノ
道
地
区
（
以
下
「
本
地
区
」
と
い
う
。）
に
、

農
村
地
域
に
適
し
た
汚
水
処
理
施
設
及
び
水
洗
化
用
水
施
設
の
整
備
を
行
う
事
業
で
あ
る
。
本
地
区

は
、
公
共
の
水
道
施
設
が
整
備
さ
れ
て
お
ら
ず
、
各
家
庭
で
使
用
す
る
生
活
用
水
は
、
個
人
で
確
保

し
た
井
戸
及
び
渓
流
水
等
に
依
存
し
て
い
る
。
ま
た
、
下
水
道
に
つ
い
て
も
整
備
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
生
活
雑
排
水
が
農
業
用
水
路
を
通
し
、
未
処
理
の
ま
ま
普
通
河
川
鹿
道
川
に
流
さ
れ
て
い
る
。

本
件
事
業
の
施
行
に
よ
り
、
浄
化
さ
れ
た
上
水
の
安
定
供
給
が
図
ら
れ
、
下
水
道
に
つ
い
て
も
農
業

用
水
の
水
質
保
全
に
よ
る
生
産
性
の
向
上
、
集
落
排
水
処
理
水
の
再
利
用
を
行
う
こ
と
に
よ
る
水
資

源
の
有
効
活
用
、
汚
泥
の
農
地
還
元
に
よ
る
有
機
性
資
源
の
有
効
活
用
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
得

ら
れ
る
利
益
は
大
き
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

他
方
、
本
件
事
業
は
、
起
業
地
内
に
お
い
て
、
広
島
市
市
民
局
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
と
協
議
を
行
っ

た
と
こ
ろ
、
起
業
者
が
保
護
の
た
め
特
別
な
措
置
を
講
ず
べ
き
文
化
財
は
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
工

事
着
手
し
て
差
し
支
え
な
い
旨
の
回
答
を
得
て
い
る
。
ま
た
、
生
息
す
る
可
能
性
が
あ
る
希
少
な
動



植
物
に
つ
い
て
は
、
現
地
調
査
及
び
既
存
文
献
を
基
に
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
起
業
地
内
に
お
い
て

そ
れ
ら
の
存
在
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
失
わ
れ
る
利
益
は
小
さ
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　

以
上
か
ら
、
得
ら
れ
る
利
益
と
失
わ
れ
る
利
益
を
比
較
衡
量
し
た
結
果
、
本
件
事
業
の
施
行
に
よ

り
得
ら
れ
る
利
益
が
失
わ
れ
る
利
益
に
優
越
す
る
と
認
め
ら
れ
る
。

㈡　

ま
た
、
広
島
市
は
、
同
市
佐
伯
区
湯
来
町
に
お
い
て
、
地
勢
、
施
工
性
及
び
経
済
性
な
ど
の
諸
条

件
を
考
慮
し
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
最
も
合
理
的
な
本
件
事
業
の
起
業
地
を
決
定
し
た
。

㈢　

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
は
法
第
二
十
条
第
三
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

４　

法
第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
へ
の
適
合
性
に
つ
い
て

㈠　

３
で
述
べ
た
よ
う
に
、
本
地
区
で
は
、
上
下
水
道
設
備
が
未
整
備
の
た
め
生
活
用
水
の
供
給
が
不

安
定
で
、
生
活
雑
排
水
に
つ
い
て
も
農
業
用
水
路
に
直
接
流
入
す
る
状
態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
都
市

部
に
比
べ
立
ち
遅
れ
て
い
る
生
活
関
連
施
設
の
整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
市
が
策
定

し
た
広
島
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
に
お
い
て
も
、
こ
の
地
区
に
お
け
る
生
活
環
境
施
設
整
備
計
画

を
し
て
い
る
な
ど
、
本
件
事
業
の
施
行
は
急
務
で
あ
る
。

㈡　

起
業
地
は
、
本
件
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
最
小
限
の
範
囲
で
あ
る
。

㈢　

本
件
事
業
の
起
業
地
内
に
一
時
的
な
利
用
に
供
さ
れ
る
も
の
は
存
在
せ
ず
、
使
用
の
手
段
に
は
な

じ
ま
な
い
の
で
、
本
件
事
業
の
目
的
を
実
現
す
る
た
め
に
、
起
業
地
全
体
に
収
用
の
手
段
を
講
じ
る

こ
と
が
合
理
的
と
考
え
ら
れ
る
。

㈣　

以
上
か
ら
、
本
件
事
業
に
は
収
用
の
手
段
を
講
じ
る
公
益
上
の
必
要
性
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
、
法

第
二
十
条
第
四
号
の
要
件
を
充
足
す
る
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。

　

以
上
に
よ
り
、
広
島
市
か
ら
申
請
の
あ
っ
た
本
件
事
業
に
つ
い
て
、
法
第
二
十
条
の
規
定
に
よ
っ
て
、

事
業
の
認
定
を
す
る
。

五  

法
第
二
十
六
条
の
二
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
図
面
の
縦
覧
場
所

　
　

広
島
県
広
島
市
役
所


